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【2018年度聖句】「わたしは復難でみり、命である」

ヨハネによる福音難 1章 25節

【2018年度標語】「キリス トの命を生きる」

〒拿50-0854 長時市銀屋町 1-5 電話・FAX 095-823-0657

牧轟 :竹内款一 璽―繁a;‡ :鬱 :奎vattach;― chttrchttrea議 .:p

ホームベージ 競tp://w爾.giocities.jP/ginyattachchurch/

～定鷺集会案内～

○主 爾 ネL拝        国曜霧

○教会学校 幼小科 。中高科 霧曜購

○聖書瞬争 祈祷会     水曜藝

○夕べの礼拝   第 2、 第4金曜醒

○入問講座         睡 時

午前

午前

午前

午後

O時 3

9時 3

0時 3

7日寺0
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○分～

0分～
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2019年 3月

司式

前  奏

○招  講

○讃  詠

○交  読

○使徒信条

○主の祈 り

○讃 美 歌

聖  書

主 判ζ浴諄 次纂
壼0国 受難節 〈レン ト〉第 1主 圏

:藤澤格子 奏楽 :中尾恵美

奏楽者

イザヤ書 35章 l～ 2節  司式者

I-546    -霧
詩編 10編 1～ 18節   〃

(1日 約 :p841)

(讃美歌添付 )    〃

(讃美歌添付 )    〃

53          //

祷

歌

教

美

祈

讃

議

○

～13節
司式者

″

一  同

「戸惑いを しりぞけて」

竹内款一牧師
〃

一 同
″

一 国

竹内款一牧師

奏業者

司式者

○ の印がついた部分ではお立ちいただきますが、

立つことの難 しい方は座ったままで結構です。

ルカによる福音書 4章 1

(新約 :p菫 07)
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☆「讃詠 I-546」、「頌栄 27」

「使徒信条J、「主の祈焼などiま、

座席に備え修すのものもあります。

ご覧〈ださい。

☆「交読」|よ、一節ずつ

司会者と会衆が、交互に

読みます。

最後の一節は全員で

読みます。

青「装美歌」は、拡大したものも

ござしヽます。ご入用の方|ま

受付:こ お幸し義くだれ ヽ

☆「ネ薦聴器」、「点字聖書」も

ございます。ご入用の方:ま

受付までお申塾ください。

☆ネ辞饉蒙慈こ:ま、

フリースペースがあります。

こどもの遊び場、礼拝中の授

乳や、くつろぎ勢場としてお使

t.｀ し`ただ:す ます。

☆何か分からない事がありました

ら、お気軽に受付∫こおたずねく

ださしヽ。

◇◇◇ 鑢鋳教会総会  公 告 ◇◇◇
聾録_:20増9等 3震 10霧 (国 }礼拝後   場所 :長 崎銀屋町教会社拝堂
議題 iC)2019年 度宣教計画および年商標轟・年間聖旬に関する件

02斜 9年度行事計画に関する件  02019年 度会計予算に関する件

0役員選挙に関する落1  (32019年度九州教区総会議員選義の件

02019年度長時地区総会議員選義の件 ⑦その也

※ や議鷹養雄菫菫、され蚤菫襲、1委量岐選を塞藁藝てく難さき:.
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③すべての人にキリス トの意みと平議が
ありますように。

0東 轟本大震災をはじめ、様々な災害で被
災された方々に慰めと平安を。

◎礼拝に鋒席できなをヽ方をおぼえて、
主母意みと平安を。

本 国 の 教 会 学 校

◇幼小科 。中高科合同
説教 大岩 厚 奏楽 大若しのぶ
(9:30～ 記念館 2F)

本 量 の 礼 拝 当 番

森 富美 大岩 厚 畿住けい子

◇2019年度 《臨時教会総会》
※昼食 (弁当 400爾 )を 172ただいた後
に行います。

◇臨時役員会 (総会後)

※現役員の方々と新しく選出された役
員の方々で行います。

次運 (3月 17日 )教会学校

◇幼小科礼拝 (9131～ 記念館 lF)
説教 竹内款一 奏楽 大岩しのぶ

◇中高科礼拝 (参 :3◎～ 記念饉2F)
説教 奥野政元 奏楽 中尾恵美

次遇 (3燿 17馨 }主 碧礼詳
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本 轟 予 定の

I受難節 [レ ン ト]第 2主 題彊
「強い力とは」竹内款一枚師
ルカ福音書 11章 14～ 2参 節
詩編 140編 2～ 14節
472,377,475,頌 栄 27

今摩1 直 【奏楽選西 員弓
番 ]

美 実藤容子 中尾恵美

次運 (3湾 17彗 }本≧拝後舎予定

◇ティータイム ◇聖歌隊練習
◇2参19年度「長鋳地区総会』14:30～

所 :大村教会 森 富美さんと竹内牧
動が議員として銀席します。

_ Q _

今 週 定の 予

31113墨 (水 )l① :3◇～12:()○

ルカ福音書 18章 1～ 14節
司会 :竹内貴子

I牧師予定】>11日 (月 ):鎮西学院チャペル、
日本基督教団と沖縄キリスト教団との合同 50

年を覚える集会、セクシュアル・ハラスメント
公鋳研修会 )15澤 (金 )…・鎮西学院授業
>16目 (土)…八幡町保育園卒園式

◎『信徒の友』(2019年度)購読の率込
を受け付けています。
1灘 :586日、年間購読糧 7,082潤
※申込窓猥:販売部 (大岩しのぶ)

◎3用定例役員会報告
レ新しい教会のFAX番号(3/13よ り)

095-893-8662響 壼鑢
>メールア ドレスも変更になった

>

>

91nprnachi― church@dttamjp
4月 よリインターネットプロバィダが、
YahooBBか らDTIに 変わる.ホームペ
ージも変わり昂1新する (3月 中).

販売部に信徒の友係が入り、信徒の友を
販売部として取り扱うこととした。
聖歌隊の慰労会を 3月 30目 (土)練習後
に予定。
シオンの集いを3月 24国 (日 )に行う。
次年度のことについて話し合つた結果を
報告する。
分かち合いランチ :3月 24日 (日 )に行
うし
コピー複合機をRICOHに変更した。
受難週およびイースター (4/21)、

定期総会 (4/28)に つしヽて協議。
次年度の世界祈祷日(3/6)は当教会が担
当となる。

教会サポーター、ネL拝受付、等々につい

て検討を加え行ってしヽく。

Q
■

※1018年度累計 :i04,652両 (3/3まで)

感議をもって報告いたします。

報
生
陶

◇ 友愛八幡琴
3澪 14轟 (木)11:3舎 礼拝堂
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_・ 千人の共食とよ:ぎれる、この食事 |ま どれほ
ど鮮烈に記i痣

:こ 残ったことか従訂象に難くなも、
最初に分 :す合ったも母は“五つのパンと二匹仰
魚"で しかない。主イエスが分け合った食事は
“人数"や “量"に ばかり藤が行くと “増カポ

の奇跡のようにも見えるが、そうで:ま ない。
ただし、伝えられてしヽること:こ、「どらして ?」

と思うところがある。「どうして」と人峰ヾ言っ
た場合、英語でもヽうなら「How ioJや「冒れy」

といった内容があるだろう。「二つのパンと二

獲め魚拳ヾ、どうしてこんなに増える勢か ?」 と
考えても、早々答えは見当たらなtヽ。

だから様々な解釈がある。このよう:こ 説暁さ
れたことを聞いたことがある。それによると、
ここで食べ物が増えるような F奇跡」が起こっ
たので1ま ないとⅢう。つまり、そこ:こ 1ヽ た何千
人も母人々は、本当|よ 多少な号とも褻分分食べ

妾をもっていた:まずだ。旅する主イエスー行を
追ってきた人々であり、みな多くなくとも幾分
かの食料を持って,ヽ た。そして、そ命ス中で主
イエス堆ヾ裂 tヽ て、弟子たちに賦らせたこと番ヾ、
多くの人′マの懐 ,こ あるものを「分かち合い」ヘ

ヒ誘ったとヽヽう。主イエス:こ 漱 1‐、分かち合ヽヽ
始めると、者が食べることができたとt■ .

こ0解釈は、これとして大構な緊 、だと思う。
本当:こ、そこに集まった人々翁一人一人が「分
かち合う」気持ちを新たにしたなら、それ自体
が「奇跡Jと 言えるくらい、尊いからだ。私鐘、
この解釈を否定しないし、そこにも真理契機が
ある.

しかしながら、この奇跡的な食事が起った
“時'、 養語られる“位置"につ寺ヽて、画を無け
る必要嬌ヾあると、私な思う。
直前には、「へ番デ、戸惑うJ(7:Tギ)と いう

撼所がおる。そこで領主へ響デがイエスに興味
を持って■ること寺=を らヾれて1ヽ る。そして、
人々鍛イエス:こ ついてつ評半Jを 気にしている。
ある者は「重ハネが死者の中寺ヽも生き返ったJ

と言い、ある者らは「工 .′ ヤが現れたJ、 「だれ
か彗舟預言者が生き返った」とも言っている。
ヘロデ会身:ま、ヨハネにつⅢて1ま 自分が首を!ま

なたことを-3、 等返りつつ、「いったtヽ何者なの
だろう」と、“イエスとな護ざ を思い義ぐらし
て1｀ る場義識ヾある。

そこで提らか:こ なってヽヽることの一つ:ま、洗
ネL者 ヨハネが領主ヘロデによって殺されてし
まったことである。ョハネ:ま イエスに洗ネLを投
:す た人ギ基る。その人が亡くなった。大きな治
を持った者寺ヽ 二義を求めて生きて来た一人の
人を殺してしまったのである。主イニスご自身
も意しみを覚えた:こ 重ヽヽな写.。 あるいは、主イ
エスの後を追ってきて、様々まこ話を費こうとも
た人々もそうだったかも持

`な
1‐。

事実、その直後主イスス:ま「ベ トサイダヒい

う町!こ退かれた」(i季 節)と あるよれこ、通■た
のである。静かにしたかったかも無れない。平
安を求めたかも大口れない。

その主イエスを追って来た人々の,む境も決
して晴れ晴れとしたものではなかっただろう。
その人々を見て、結果主イニスはまた語り出し、
その時を人々と共:こするのである。
そしてダ暮れ時、そろそろ食事の時、あるい

は帰る時だった。その時弟子たちの中には「群
衆を解散させましょう」とヽヽう者もいた。真っ
当な判断のような思える。

けれども、主イエス:ま その判断に:よ従わなtヽ。
二つのパンと二狂の魚を裂きはじめる。そして、
あなたがたで酉こりなさヽヽと、奇跡の食事を始め
て行く分でおる。

だから、主イエスが「どうして、この食事を
した0か」、つまり「覇れy」 の部分、「なぜ、
その食事をしたのかJ静 見ヾえて来る。亮ずしも
良から轟ことがせ :こ起こってしまってしヽる。庵
ある者が猛威を振るって、人を貶めることがあ
る。人は本当の善き知らせ:ま どここあるのかと、
戸惑っている。そのただ幸で、主イエス:ま 人を
愛し、福音を分かち合い、成すべきことを式し
たヽ`のでネる。命を生かそうとする営みちヾ始ま
るべきだと思ってtヽ る。そこにこの食事の「爾
島v」 「なぜ」港ヾ鍵されてヽヽる。
パンや魚が増える不思議な現象に選を奪わ

れると、核Fむが見えづらくなるが、IF fン を裂
くこと"を はじめ様々な食事の申:こ 穏されてしヽ
る深層こそ、私たち|よ 見つめるべきものだと思
う。
さらに、イニス寿ヾ裂かれたの;ま バンだけですま

な■。営うなれ:よ イエスはご自身→命をこそ
裂かれる待である。それ:よ、人々の命を生かす
こと、そこから港を得て新たに歩みだすこと。
そして、この時の食寒≒ヽ イエスがどんな方な
のかを想しヽ起させ、また生きるのに羮要なもの
をそなえてくださったイエスの言葉と働きを
思い起こさせるのである。そして、キリス トた
る主イエスそのものを思い起こさせるのであ
る。
そして、このおびただしい群衆が一緒 :こ 重に

したのはこうだろう。持てる者も持たない者も
神の理ら一員であること。さまざまな病めキで
うずくまるよ:i他なt｀者たち、そ→人と共なる
人々静ヽ イエスを通して神の前に “人"と して

愛されたこと。死の現実の前 :こ 走なく横たえる
者たちを立ち上がらせ、ニダヤ人:こ 対しても異
井人に対しても、働くイエス。これもを見蘭き
した者たち寺ヽ 共:こ この食事 :こ 預かったので島
る。
私たち:よ、イエスが裂かれたものを分争ち合

う共爾体である。それは、実に港を与えられる。
キリスト舟今そ命もので基る。
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